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同
社
の
歴
史
は
古
く
、

江
戸
時
代
末
期
に
遡
る
。

土
佐
堀
界
隈
で
木
箱
屋
を

営
ん
で
い
た
と
い
わ
れ

る
。
正
式
な
創
業
と
し
て

は
、
笹
井
常
吉
（
１
８
４

５
年
〜
１
９
１
７
年
）
が

１
８
６
８
年（
明
治
元
年
）

に
「
箱
屋
の
常
吉
」
と
い

う
屋
号
で
創
業
。「
箱
常
」

と
し
て
親
し
ま
れ
た
。
酒

饅
頭
で
有
名
な
菓
子
司

「
高
岡
」
や
今
中
伊
助
が

開
業
し
た
「
鶴
屋
八
幡
」

へ
菓
子
箱
を
納
入
し
て
い

た
。

　

近
年
で
は
、
老
舗
料
亭

「
つ
る
家
」「
吉
兆
」「
花

外
楼
」、老
舗
昆
布
店
「
小

倉
屋
山
本
」
や
三
輪
素
麺

「
山
本
」
な
ど
の
木
箱
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
相
撲
大
阪
場

所
の
枡
席
や
京
都
「
都
を

ど
り
」
で
食
さ
れ
る
弁
当

箱
に
も
。

　

高
度
経
済
成
長
の
な

か
、
安
価
な
木
箱
を
大
量

生
産
す
る
こ
と
を
求
め
ら

れ
る
。
さ
ら
に
、
ア
ル
ミ

や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
、

新
し
い
素
材
が
出
て
き
て

厳
し
い
状
況
に
陥
る
。

　

巷
に
粗
悪
品
が
増
え
る

な
か
、
５
代
目
の
笹
井
雅

生
社
長
（
53
）
は
決
意
す

る
。
初
代
か
ら
受
け
継
が

れ
て
き
た
国
産
杉
の
赤あ

か

柾ま
さ

を
使
い
大
阪
角
丸
弁
当
箱

を
復
刻
し
よ
う
、
と
。
５

年
の
年
月
を
か
け
完
成
し
、

２
０
１
８
年
に
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
「
箱
屋

常
吉
」
を
立
ち
上
げ
、
株

式
会
社
常
吉
を
設
立
し
た
。

　

同
社
の
製
品
は
徹
底
的

に
こ
だ
わ
っ
て
作
ら
れ
て

お
り
、
木
の
温
も
り
が
伝

わ
っ
て
く
る
。
弁
当
箱
は

ウ
レ
タ
ン
塗
装
さ
れ
て
お

ら
ず
、
自
然
素
材
を
生
か

し
て
い
る
。
だ
か
ら
食
用

ク
ル
ミ
オ
イ
ル
と
蜜
蝋
、

杉
の
精
油
で
作
ら
れ
た
ク

リ
ー
ム
で
手
入
れ
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

笹
井
雅
生
社
長
の
妻
、

絵
里
さ
ん
（
47
）
が
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使

い
、
若
者
へ
向
け
て
情
報

発
信
し
て
い
る
。
ぼ
ち
ぼ

ち
と
そ
の
効
果
が
出
始
め

て
い
る
。

　

ネ
ッ
ト
で
の
購
入
だ
け

で
な
く
、
高
島
屋
、
阪
急

阪
神
百
貨
店
、
三
越
伊
勢

丹
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、

銀
座
蔦
屋
書
店
な
ど
で
の

展
示
即
売
会
な
ど
へ
足
を

運
ぶ
人
も
多
い
。

　

サ
ロ
ン
は

お
し
ゃ
れ
な

街
、
中
崎
町
の
真
ん
中
に

あ
る
。
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
の
な
か
、
２
人
の

講
師
が
家
づ
く
り
に
関
す

る
説
明
を
行
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
を
前
に
同
社

の
北
野
喜
広
社
長
（
50
）

が
「
家
は
大
き
な
買
い
物

な
の
で
、
家
に
つ
い
て

し
っ
か
り
学
ん
だ
上
で
買

う
こ
と
が
大
切
で
す
」
と

挨
拶
し
た
。

　

初
め
は
司
法
書
士
で
行

政
書
士
の
川
戸
翔
貴
さ
ん

（
39
）
が
「
家
づ
く
り
に

関
す
る
登
記
の
実
務
」
と

題
し
て
、
具
体
例
を
挙
げ

な
が
ら
説
明
し
た
。
登
記

簿
の
見
方
か
ら
相
続
ま
で

質
問
を
受
け
な
が
ら
丁
寧

に
進
め
ら
れ
た
。

　

休
憩
を
は
さ
み
、
相
続

診
断
士
の
吉
田
聖
史
さ

ん
（
38
）
が
「
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
と
お
金
の
話
」
と
題

し
て
、
ど
う
い
っ
た
家
に

認知症予防に最適認知症予防に最適
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中崎町のサロンで月１回開催

東
大
阪
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
に

ス
リ
ー
プ
ア
ロ
マ
で
安
眠

ほ
ぐ
れ
て
屋
瓢
箪
山
店
10
周
年

家
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

家
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

木木のの温温もりもり伝伝えるえる箱屋常吉箱屋常吉

返礼品を前に笹井雅生社長 （左） と絵里さん
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株式会社常吉
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開
会
式
を
待
た
ず
に
始
ま
っ
た
試
合
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
サ
ッ
カ
ー
で
は
勝
ち
点

を
あ
げ
幸
先
の
い
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
。
無
観
客
は
炭
酸
の
抜
け
た
ソ
ー
ダ
水

の
よ
う
だ
。

　

７
月
23
日
昼
、
晴
天
33
℃
、
国
立
競
技

場
上
空
に
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
が
飛
来
。
20
時
か

ら
の
木
材
と
職
人
を
モ
デ
ル
に
し
た
伝
統
と
融
和

が
コ
ン
セ
プ
ト
の
開
会
式
は
「
シ
ン
プ
ル
・
イ
ズ

・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
」
だ
っ
た
。

　

入
場
行
進
し

た
２
０
６
の
チ

ー
ム
、
よ
く
集
ま
っ
た
も
の
だ
。
緊
急
事
態
宣
言
発

令
中
の
東
京
、
再
び
聖
火
が
燃
え
た
。
１
年
待
っ

た
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
を
思
い
切
り
応
援
し
た
い
。

　

辞
任
・
解
任
と
「
ご
難
」
続
き
の
五
輪
組
織
委

員
会
。
開
会
式
直
前
の
７
月
22
日
、
開
会
式
シ
ョ

ー
演
出
担
当
者
が
過
去
に「
ユ
ダ
ヤ
人
大
量
虐
殺
」

を
コ
ン
ト
の
題
材
に
し
て
い
た
こ
と
で
解
任
さ
れ

た
。
事
務
局
ト
ッ
プ
は
個
人
情
報
の
限
界
で
調
査

が
難
し
い
と
い
う
。
同
業
仲
間
う
ち
で
は
既
成
事

実
だ
っ
た
よ
う
だ
。要
す
る
に
感
度
が
鈍
い
の
だ
。

菅
首
相
は
「
言
語
道
断
」
と
断
じ
、
海
外
メ
デ
ィ

ア
（
ロ
イ
タ
ー
通
信
）
は
「（
日
本
は
）
恥
を
さ

ら
す
事
態
に
な
っ
た
」
と
報
じ
、
米
国
大
統
領
報

道
官
は
組
織
委
員
会
の
判
断
を
支
持
し
た
。
こ
の

問
題
は
日
本
人
の
危
う
さ
を
感
じ
る
と
こ
ろ
。

　

国
際
交
流
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、「
は
や
り
」

の
よ
う
に
「
多
様
化
」
が
広
が
れ
ば
広
が
る
ほ
ど
、

繊
細
な
感
受
性
や
敏
感
な
人
権
意
識
の
度
合
い
が

上
が
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
教
訓
に
し
て
お
き
た

い
。

　

１
年
延
期
、

無
観
客
、
毎
日
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
制
限
さ
れ
た
行

動
範
囲
、マ
ス
ク
着
用
、厳
し
い
行
動
制
限
は
、「
コ

ロ
ナ
東
京
五
輪
」
と
し
て
歴
史
に
残
る
だ
ろ
う
。

夜
空
に
浮
か
ん
だ
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
地
球
や
水
素

を
燃
や
す
聖
火
台
は
気
候
変
動
問
題
か
ら
み
て
印

象
的
だ
っ
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
は
不
変
だ
が

改
善
す
べ
き
点
も
多
い
。後
世
の
人
び
と
か
ら「
原

点
を
見
つ
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
東
京
五

輪
だ
っ
た
」
と
言
わ
れ
た
い
も
の
で
あ
る
。

晴耕雨読

歴
史
に
残
る
コ
ロ
ナ
東
京
五
輪

レ
ッ
キ
ス
工
業
株
式
会
社

社長　宮川一彦
東大阪市菱屋東1-9-3
TEL 072-961-9870

レッキス工業株式会社

を
採
用
し
た
。

創
業
時
の
業
態

は
輸
入
工
具
の

販
売
と
、
手
回

し
グ
ラ
イ
ン
ダ

ー
お
よ
び
ト
ー

チ
ラ
ン
プ
の
製

造
販
売
を
主
と

し
て
い
た
。

　

１
９
６
０

年
（
昭
和
35

年
）
に
パ
イ
プ

マ
シ
ン
の
量
産

体
制
を
確
立

し
、
販
売
攻
勢

を
ス
タ
ー
ト
し

た
。
現
地
法
人

も
１
９
８
７
年

REX INTERNATIO
NAL USA INC.

、
１

９
９
１
年REX INTE

RNATIONAL ASIA 
CO.,LTD.

、２
０
０
２

年REX INTERNATI
ONAL EUROPE S.r.l.

と
次
々
に
設
立
し
て
い

る
。

　

パ
イ
プ
マ
シ

ン
の
出
荷
台
数

は
バ
ブ
ル
期
絶

頂
に
は
年
間
１

万
台
を
超
え
て

お
り
、
平
均
し

て
年
間
数
千
台

前
後
を
生
産
、

文
字
通
り
Ｋ

ｉ
ｎ
ｇ
ｏ
ｆ

Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
確

立
。
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー

だ
。

　

レ
ッ
キ
ス
工
業
株
式

会
社
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

を
支
え
る
配
管
設
備
工

事
に
関
す
る
、
様
々
な

機
器
・
商
品
を
製
造
販

売
し
て
い
る
。
主
力
の

パ
イ
プ
マ
シ
ン
を
始
め

と
し
て
、各
種
切
断
機
・

融
着
機
器
・
銅
管
工
具
・

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
機
械
工

具
・
環
境
機
器
な
ど
の

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
取
り

揃
え
て
い
る
。

　

１
９
３
８
年
（
昭
和

13
年
）
に
創
業
者
が
聴

覚
障
が
い
者
の
人
た
ち

を
初
め
て
採
用
し
た
。

そ
の
精
神
が
現
在
ま
で

引
き
継
が
れ
て
お
り
、

支
援
学
校
の
紹
介
に
よ

り
聴
覚
・
知
的
障
が
い

者
が
現
在
11
人
勤
務
し

て
い
る
。

　

６
代
目
社
長
・
宮
川

一
彦
さ
ん
（
50
）
は
東

大
阪
市
額
田
出
身
。
芦

屋
大
学
教
育
学
部
で
学

び
、
卒
業
後
レ
ッ
キ
ス

工
業
株
式
会
社
に
入
社

し
た
。

　

乗
馬
が
趣
味
で
、
現

在
も
週
末
に
は
練
習
に

通
う
。
し
か
し
、
単
な

る
趣
味
で
は
な
い
よ
う

で
、
全
天
候
型
馬
場
用

の
砂
の
開
発
や
、
馬
用

飼
料（
米
国
よ
り
輸
入
、

配
合
飼
料
）
の
販
売
を

ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
他
に
納
入
実
績
が
あ

る
。

　

客
先
か
ら
の
要
望
・

情
報
が
キ
ッ
カ
ケ
で
全

く
新
規
の
分
野
に
も
進

出
し
て
い
る
。
養
殖
池

の
水
質
管
理
支
援
シ
ス

テ
ム
（
ス
マ
ー
ト
陸
上

養
殖
）「
ウ
オ
ー
タ
ー
マ

ス
タ
ー
」
は
省
人
化
を

実
現
し
、
安
定
的
な
水

質
管
理
を
可
能
に
し
た

陸
上
養
殖
シ
ス
テ
ム
だ
。

養
殖
職
人
の
経
験
・
勘

に
頼
ら
ず
、
人
手
不
足

に
よ
る
管
理
不
行
き
届

き
も
防
止
で
き
る
シ
ス

テ
ム
で
あ
り
、
既
に
多

く
の
養
鰻
・
養
鱒
業
者

に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

宮
川
社
長
に
モ
ッ
ト

ー
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
継
続
は
チ
カ
ラ
な

り
」。
若
い
人
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
は
「
夢
を
も

っ
て
進
ん
で
欲
し
い
」。

　

レ
ッ
キ
ス
工
業
株
式

会
社
は
乗
馬
と
同
様
、

事
業
に
ま
す
ま
す
拍
車

を
か
け
て
着
実
に
展
開

し
て
い
く
こ
と
だ
ろ

う
。

（
小
川
秀
人
）

訪ねて
を

43

宮川一彦社長

　

パ
イ
プ
マ
シ
ン
を
ご

存
じ
だ
ろ
う
か
。
パ
イ

プ
と
い
っ
て
も
煙
草
の

パ
イ
プ
を
作
る
機
械
で

は
な
い
。

　

街
な
か
の
路
上
で
工

事
業
者
が
パ
イ
プ
（
鉄

管
）
に
ネ
ジ
を
切
っ
て

い
る
の
を
ご
覧
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
か
も
知

れ
な
い
。
パ
イ
プ
マ
シ

ン
は
多
様
な
サ
イ
ズ
の

パ
イ
プ
に
ネ
ジ
を
切
り

様
々
な
用
途
に
使
用
さ

れ
て
い
る
。

　

レ
ッ
キ
ス
工
業
株
式

会
社
は
宮
川
作
次
郎
氏

が
１
９
２
５
年
（
大
正

14
年
）
８
月
に
創
業
。

２
０
２
５
年
に
は
創
業

１
０
０
周
年
を
迎
え
る

優
良
企
業
だ
。
社
名
の

Ｒ
Ｅ
Ｘ
（
レ
ッ
キ
ス
）

は
創
業
者
が
命
名
、
ラ

テ
ン
語
「
Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ

ｏ
ｆ
Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
」

（
王
様
の
中
の
王
様
）

パイプマシンのトップメーカー

お
湯
の
い
ら
な
い
足
湯　

ゆ
っ
太
郎

持
ち
運
び
が
で
き
て
収
納
も
コ
ン
パ
ク
ト

八
尾
自
動
車
教
習
所

H
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（
担
当
：
大
澤
）

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

ま
か
し
て
安
心
・
安
全

高
圧
電
気
設
備
の
保
守
点
検
は

株
式

会
社

摂
津
金
属
工
業
所

〒
578-

0901
東
大
阪
市
加
納
４―

14―

12

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２―

９
６
３―

２
６
０
６

◆
イ
タ
リ
ア
・
ア
デ
ジ
ェ
社
製
の
最
新
鋭
パ

イ
プ
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
（
写
真
）、
ド
イ
ツ
・

ト
ル
ン
プ
社
製
の
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
等
の
最

新
鋭
設
備
が
フ
ル
稼
働
。

◆
パ
イ
プ
材
は
自
社
工
場
造
管
設
備
で
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
供
給
。
パ
イ
プ
材
を
主
と
し

た
板
金
加
工
な
ら
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。

◆
店
舗
用
陳
列
台
・
陳
列
金
物
・
住
宅
設
備
品

の
開
発
・
製
造
・
販
売
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

代
表
取
締
役

田
中
啓
司

代
表
取
締
役
社
長　

七  

里  

和  

昭

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

2021年
7月23日
～8月8日

業界No.1 のパイプマシン商品

東大阪新聞チャンネル

毎週木曜日19:00～19:30
視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

好評放映中

5日  ゲスト ： 髙山延弘さん
　　　「コアチューニングで体と心の調律を」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

12日  ゲスト ： 宮川一彦さん
　　　「管材加工機械のリーディングカンパニー」
 （キャスター ： 小川秀人遊軍記者）

19日  話題の本「大丈夫！　すべて思い通り。」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

26日  ゲスト ： 山元賢一さん
　　　「無限の可能性がある機能水」
 （キャスター ： 小川秀人遊軍記者）

8月

株
式
会
社
髙
野
鉄
工
所

長
尺
旋
盤
加
工
は
お
ま
か
せ
下
さ
い

芯
間
は
３
ｍ
と
４
ｍ
で
す

大
阪
市
港
区
波
除
２―

６―

１

土
江
和
弘

代
表
取
締
役

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
６―

６
５
８
２―

１
２
１
２

８月８日は親孝行の日

親孝行出版のすすめ 88は「は（8）は（8）」
「パ（8）パ（8）」と読め、
「ハチハチ」を並びかえ
ると「ハハ（母）チチ
（父）」となることから、
1989年に親孝行全国
推進運動協会が制定

株
式
会
社
ユ
ニ
ッ
ク
ス

苗
村
昭
夫

代
表
取
締
役
会
長

町
田
泰
久

代
表
取
締
役
社
長東

大
阪
市
加
納
四― 

十
四　―

三
十
一

〒
578-
0901

電　

話 

（
〇
七
二
）
九
六
八―

一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

（
〇
七
二
）
九
六
六―

三
二
三
三

メ
ガ
ネ
の
平
和
晃

代
表　

松　

見　
　

昇

〒
581―

0084　

八
尾
市
植
松
町
４
丁
目
８―

27

電　

話
（
〇
七
二
）
九
九
三―

八
八
三
三

あ
ん
が
い
お
ま
る
一
座
ス
タ
ジ
オ
公
演

あ
の
日
、
あ
の
時
、
わ
た
し
た
ち
は―

被
爆
の
証
言

と
き　

８
月
６
日
㈮
18
：
30
開
演
、
７
日
㈯
14
：
00
開
演

　
　
　
　
　

８
日
㈰
14
：
00
開
演
、
９
日
㈪
18
：
30
開
演

　
　
　
　
　
（
開
場
は
開
演
の
30
分
前
）

料
金

大
人
前
売
２
、６
０
０
円　

当
日
３
、０
０
０
円（
学
生
・
こ
ど
も
無
料
）

会
場　

石
炭
倉
庫
（
大
阪
市
港
区
波
除
６―

５―

18
）

お
問
い
合
わ
せ　

０
６―

６
５
８
１―

０
６
６
４

チ
ケ
ッ
ト
専
用
申
込
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０―

３
３
４
１―

３
９

学生・こども無料

　株式会社みつや建設（東大阪市菱江 1－16－3）
は、若い人を対象に「家づくりセミナー」を
5月から同社サロン（大阪市北区中崎西 1－7－
37）で開いている。6月26日に開かれたセミナー
を取材した。

住
み
た
い
の
か
、
自
分
に

と
っ
て
価
値
の
あ
る
家
と

は
何
か
を
問
い
か
け
な
が

ら
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
話
し
た
。

　

家
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
は

毎
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開

催
す
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
株
式
会

社
み
つ
や
建
設
（
☎
０
７

２
―
９
２
０
―
４
８
８

０
）
へ
。

挨拶する北野喜広社長

登記の実務を説明する川戸翔貴さん

ライフプランを提案する吉田聖史さん

　

ほ
ぐ
れ
て
屋
瓢
箪
山
店

（
東
大
阪
市
神
田
町
20
―

17
）
は
４
月
１
日
で
10
周

年
を
迎
え
た
。
そ
の
記
念

と
し
て
、
ス
リ
ー
プ
ア
ロ

マ
「
夢
結
び
」（
オ
リ
ジ

ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
）
を
取
り

入
れ
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
を

上
げ
る
こ
と
に
。

　
「
夢
結
び
」
に
は
３
種

類
あ
る
。
①
は
ひ
の
き
＋

オ
レ
ン
ジ
＋
ラ
ベ
ン
ダ
ー

＋
ア
ト
ラ
ス
シ
ダ
ー
の
ブ

レ
ン
ド
、
②
は
リ
ツ
エ
ア

ク
ベ
バ
＋
ひ

の
き
葉
＋
杉

＋
ゆ
ず
の
ブ

レ
ン
ド
、
③

は
マ
ジ
ョ

ラ
ム
＋
ロ
ー

ズ
マ
リ
ー
＋

薄
荷
＋
ユ
ー

カ
リ
の
ブ
レ

ン
ド
。
そ
れ

ぞ
れ
ア
ロ
マ

オ
イ
ル
（
３

ml
）
と
ア
ロ
マ
ミ
ス
ト

（
30
ml
）
が
用
意
さ
れ
て

お
り
、
各
１
、
９
８
０
円

（
税
込
み
）。
①
は
精
神
の

高
ぶ
り
を
鎮
め
安
定
さ
せ

る
効
果
、
②
は
心
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
り
前
向
き
に
さ

せ
る
効
果
、
③
は
心
と
体

を
和
ら
げ
爽
快
に
さ
せ
る

効
果
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。

　
「
ス
リ
ー
プ
ア
ロ
マ
で

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
頭
ほ
ぐ

し
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け

て
い
た
だ
く
と
、
癒
さ
れ

た
記
憶
が
残
り
ま
す
。
寝

る
と
き
に
そ
の
香
り
を
嗅

ぐ
と
、
癒
さ
れ
た
記
憶

が
蘇
り
安
眠
で
き
る
の

で
す
」
と
米

丸
淳
司
店
長

（
47
）
は
メ

カ
ニ
ズ
ム
を

説
明
す
る
。

　
「
夢
結
び
」

を
開
発
し
た

の
は
、
快
眠

ほ
ぐ
し
サ
ロ

ン
「
す
い
み

ん
」（
大
阪
市
中
央
区
安
土

町
３
―
３
―
５
―
３
Ｆ
、

☎
06
―
６
１
２
１
―
２
９

７
３
）
の
セ
ラ
ピ
ス
ト
大

久
保
早
絵
さ
ん（
36
）。「
す

い
み
ん
」
は
ほ
ぐ
れ
て
屋

瓢
箪
山
店
の
母
体
サ
ロ
ン

だ
。
大
久
保
さ
ん
は
元
エ

ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
で
、
顔

や
体
を
ケ
ア
す
る
う
ち
に

心
の
ケ
ア
を
ま
ず
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
気
付
い

た
。
そ
こ
で
、
ア
ロ
マ
を

取
り
入
れ
る
よ
う
に
。
さ

ら
に
研
究
を
重
ね
る
と
、

睡
眠
こ
そ
が
美
容
の
基
本

だ
と
分
か
り
「
す
い
み
ん
」

の
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
な
っ
た
。

そ
ん
な
大
久
保
さ
ん
が
ブ

レ
ン
ド
し
た
ア
ロ
マ
は
安

眠
に
特
化
し
た
も
の
で
、

ど
こ
に
も
な
い
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
だ
。

　

ス
リ
ー
プ
ア
ロ
マ
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
ほ

ぐ
れ
て
屋
瓢
箪
山
店
（
☎

０
７
２
―
９
８
７
―
８
１

１
１
）
へ
。

アロマオイルを持つ米丸淳司店長

アロマオイルを開発した大久保早絵さん

　

箱
屋
常
吉
（
株
式
会
社
常
吉
）
の
杉
製
品
が
東
大
阪
市
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
に
選
定
さ
れ
た
。
豆
行
灯（
雲
紋
・
桜
・
相
撲
）、弁
当
箱（
５
寸
松
花
堂
ひ
ょ

う
た
ん
箸
置
き
付
き
・
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
長
方
形
小
黒
刻
・
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
長
方
形
小
白
刻
・

細
長
二
段
大
黒
刻
・
細
長
二
段
大
白
刻
）、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ス
ピ
ー
カ
ー（
Ａ

Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
）
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
。

お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で
9090
年年

東
大
阪
新
聞
は
令
和
４
年
に

創
刊
90
年
を
迎
え
ま
す

株
式
会
社
み
つ
や
建
設



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和３年８月１日（日）

与
那
国
島
に
漂
着
し
た「
そ
れ
」は
!?

　
自
衛
隊
元
陸
将
の
デ
ビ
ュ
ー
作

  

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
雷
撃
山
下
裕
貴
著

文 藝 春 秋
定価1,980円 
（税込み）

の
調
査
官
で
も
あ

る
。
ラ
ス
ト
シ
ー

ン
は
印
象
的
だ
。

越
え
ね
ば
な
ら
な

い
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈

を
見
上
げ
な
が
ら

「
次
は
ソ
連
南
極

観
測
基
地
の
調
査

だ
」
と
決
意
す
る

骨
太
男
。

　

木
村
英
夫
は
42
歳
独

身
、
防
衛
大
学
卒
業
の
中

国
語
堪
能
な
特
殊
作
戦

員
。
安
全
保
障
局
の
調
査

官
と
し
て
エ
チ
オ
ピ
ア
の

プ
ラ
ン
ト
建
設
現
場
で
中

国
人
労
働
者
に
な
り
す
ま

し
情
報
収
集
。
突
如
、
特

殊
作
戦
員
と
し
て
命
を
受

け
多
良
間
島
で
救
助
隊
を

指
揮
す
る
。

　

福
島
兼
次
は
48
歳
、
独

身
、
国
立
大
卒
、
外
務
省

に
入
省
。
そ
の
後
北
京
大

使
館
、
内
閣
参
事
官
と
し

て
国
家
安
全
保
障
局
で

「
そ
れ
」
の
取
り
ま
と
め

役
だ
。北
京
大
学
医
学
部
・

杉
田
京
子
（
24
）
と
恋
仲

に
な
る
が
…
。

　

他
に
多
良
間
村
を
取
材

し
て
い
た
毎
朝
新
聞
文

化
部
記
者
の
加
藤
真
一

（
37
）
と
同
期
入
社
の
沢

田
由
紀
子
（
37
）
は
マ
ス

京
阪
枚
方
市
駅
に

集
合
し
、
駅
周
辺

を
清
掃
し
た
。

　

学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
中
心
に

10
代
か
ら
50
代
ま

で
の
幅
広
い
年
代

の
男
女
が
参
加

し
、
汗
を
か
き
な

が
ら
丹
念
に
掃
除

し
て
い
た
。

　

伏
見
隆
枚
方
市

長
（
53
）
が
駆
け

つ
け
、
清
掃
前
に

お
礼
の
言
葉
を
述

べ
た
。

　

今
後
も
、
各
地
を
回
っ

て
毎
月
最
終
日
曜
日
に

清
掃
活
動
を
行
う
予
定
。

問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
ａ
ｒ

ｔ
ｈ
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ

ｓ
ｈ
ｉ
ｐ

Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ

ｉ
ｖ
ａ
ｌ
（
☎
０
６

―
４
７
９
０
―
７
７
５

５
）
へ
。

　

中
国
の
海
警
局
船
に
よ

る
尖
閣
諸
島
（
沖
縄
県
石

垣
市
）
周
辺
で
の
領
海
侵

入
が
止
ま
な
い
。
現
実
を

常
態
化
す
る
こ
と
で
既
成

事
実
化
し
て
実
効
支
配
、

そ
し
て
所
有
権
を
主
張

す
る
。「
孫
子
」
の
兵
法

に
み
る
伝
統
的
占
領
手
法

だ
。「
尖
閣
波
高
し
」。「
台

湾
有
事
」
と
言
わ
れ
て
い

る
台
湾
。
今
年
６
月
の
先

進
７
カ
国
首
脳
会
議
（
Ｇ

７
サ
ミ
ッ
ト
・
英
国
南
西

部
）
で
初
め
て
台
湾
問
題

が
議
題
に
な
っ
た
。
中
国

が
軍
事
的
圧
力
を
強
め

る
。「
台
湾
海
峡
の
平
和

と
安
定
の
重
要
性
を
強
調

し
、
両
岸
問
題
の
平
和
的

解
決
を
促
す
」
と
首
脳
宣

言
は
明
記
し
た
。

　

国
民
の
知
ら
な
い
と
こ

ろ
で
起
き
て
い
る
危
機
的

事
態
あ
る
い
は
兆
候
は
な

コ
ミ
対
応
で
重
責
を
果
た

す
。
登
場
す
る
人
物
は
国

家
安
全
保
障
局
や
陸
上
自

衛
隊
、
中
国
軍
東
部
戦
区

司
令
員
な
ど
多
彩
。

敏
感
に
な
れ
と
ア
ラ
ー
ト

音
が
聞
こ
え
て
く
る

　

こ
の
小
説
は
、
マ
ス
コ

ミ
の
報
じ
な
い
（
報
じ
さ

せ
な
い
）
恐
る
べ
き
謀
略

や
侵
略
の
魔
手
と
戦
う
決

死
の
防
衛
チ
ー
ム
陣
を
描

く
。〝
敏
感
に
な
れ
！
〞

と
い
う
警
戒
音
が
響
い
て

く
る
。
自
衛
隊
元
陸
将
の

著
者
だ
か
ら
こ
そ
、
今
そ

こ
に
あ
る
危
機
を
モ
デ
ル

に
着
想
し
、
構
想
を
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
に
立
て
る
こ

と
が
で
き
た
の
だ
。
謎
の

車
両
運
搬
船
内
の
装
置
類

や
新
兵
器
な
ど
の
仕
様
が

イ
ラ
ス
ト
で
詳
述
さ
れ
、

次
々
と
テ
ン
ポ
よ
く
切
り

替
わ
る
場
面
描
写
と
エ
ピ

ソ
ー
ド
情
報
は
意
表
を
つ

く
。
日
米
中
の
登
場
人
物

は
キ
ャ
ラ
が
際
立
っ
て
い

て
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
要
素
の
薬
味
も
し
っ
か

り
効
い
て
い
る
の
で
楽
し

め
る
。
国
際
政
治
的
・
軍

事
的
・
地
政
学
的
に
見
れ

ば
、「
崖
っ
縁
」
に
立
た

さ
れ
て
い
る
日
本
や
台
湾

の
事
情
が
立
ち
上
が
っ
て

く
る
。

旅
で
思
う
、
無
防
備
な
日

本
の
海
岸
線

　

毎
日
見
て
い
る
テ
レ
ビ

の
天
気
予
報
図
に
点
で
し

か
な
い
南
の
小
さ
な
島
は

日
本
国
で
あ
る
。
尖
閣
諸

島
は
２
０
２
０
年
10
月
１

日
よ
り
沖
縄
県
石
垣
市
登と

野の

城し
ろ

尖せ
ん

閣か
く
と
住
所
変
更

さ
れ
郵
便
番
号
も
９
０
７

―
０
０
３
１
と
新
し
く

な
っ
た
。
た
と
え
微
妙
な

小
さ
な
事
実
と
し
て
も
注

意
深
く
と
ら
え
る
繊
細
さ

が
必
要
だ
ろ
う
。
世
界
の

耳
目
を
集
め
て
注
目
し
続

け
る
こ
と
だ
。

　

台
湾
の
大
陸
側
海
岸
線

に
は
鉄
条
網
が
張
ら
れ
て

い
た
。
国
内
の
旅
で
見
る

防
護
柵
の
な
い
美
し
い
海

岸
風
景
は
侵
さ
れ
た
く
は

な
い
も
の
だ
と
、
つ
ぶ
や

き
、
万
葉
集
の
防
人
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
本
を
閉
じ

た
。

（
石
河
亮
平
）

い
だ
ろ
う
か
。
遠
く
離
れ

た
離
島
で
起
こ
っ
た
事
件

は
的
確
か
つ
迅
速
に
中
央

省
庁
に
届
く
の
だ
ろ
う

か
。
久
し
く
聞
い
て
い
な

い
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
日
本
海

だ
け
で
は
な
く
南
西
諸
島

で
も
響
く
か
も
し
れ
な

い
。
本
書
は
こ
の
よ
う
な

素
朴
な
疑
問
に
重
要
な
示

唆
を
与
え
て
く
れ
る
。「
自

衛
隊
・
特
殊
任
務
シ
リ
ー

ズ
」
と
も
い
え
る
。
あ
ま

り
に
も
リ
ア
ル
な
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
。
ま
こ
と
に
時
宜

を
得
た
意
義
あ
る
書
だ
。

〜
・
〜
・
〜
・
〜

フ
ァ
ー
ス
ト
シ
ー
ン
は
群

青
の
海
に
浮
か
ぶ
与
那
国

島
の
俯
瞰
写
真

　
「
そ・

れ・

は
沖
縄
県
与
那

国
町
祖そ

納な
い
の
海
岸
に
漂
着

し
た
」
で
始
ま
る
。
そ
こ

は
日
本
の
最
西
端
、
台
湾

ま
で
１
１
０
㎞
ほ
ど
だ
。

後列左から７人目伏見隆枚方市長と芦田衞実行委員長

コンサート終了後、出演者全員で記念撮影

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

プリズムホール大規模改修工事
　　　　に伴う休館のお知らせ

八尾市文化会館

ご利用のみなさまにはご不便をおかけしますが、
ご理解とご協力をいただきますようお願いいたします。

【改修工事の期間】令和3年4月１日（木）~令和４年７月末

お問い合わせ等

改修工事に関するお問い合わせ　　：八尾市文化国際課　　　　　072-924-3909
施設利用などに関するお問い合わせ：プリズムホールお客様窓口　072-924-5111

　

ラ
ジ
オ
局
か
ら
の
電
話
に
ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
が
出

る
と
、
ダ
リ
ア
・
ビ
ロ
デ
ィ
ド
が
東
京
五
輪
で
銅

メ
ダ
ル
に
輝
い
た
と
い
う
速
報
だ
っ
た
。
女
子
柔

道
48
キ
ロ
級
。
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
る
彼
女

は
金
メ
ダ
ル
し
か
頭
に
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
悔

し
涙
で
会
見
し
て
い
る
と
い
う
。

　

横
で
聞
い
て
い
た
ア
ン
ド
リ
ー
青
年
が
顔
を
赤

ら
め
な
が
ら
そ
の
話
を
聞
い
て
い
る
。
様
子
が
お

か
し
い
の
で
、
声
を
か
け
た
。

　
「
ア
ン
ド
リ
ー
君
、
大
丈
夫
か
」

　

メ
ガ
ネ
を
取
っ
て
、
目
を
擦
る
。

　
「
は
い
、
何
で
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
う
が
、

感
極
ま
っ
て
言
葉
が
続
か
な
い
。

　

ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
が
驚
い
た
表
情
を
見
せ
る
。

　
「
ア
ナ
コ
ン
ダ
と
呼
ば
れ
る
彼
女
が
負
け
る
な

ん
て
…
。
日
本
の
渡
名
喜
風
南
選
手
に
延
長
７
分

手
前
で
抑
え
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
わ
。
銅
メ
ダ
ル

だ
か
ら
賞
金
は
５
万
５
千
米
ド
ル
と
い
う
こ
と
に

な
る
」

　

急
に
賞
金
の
話
に

な
っ
た
の
で
、
驚
い

て
聞
き
直
し
た
。

　
「
そ
れ
は
ど
こ
か

ら
出
る
賞
金
な
ん
だ

い
」

　

ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
は

当
然
の
よ
う
に
答
え

る
。

　
「
も
ち
ろ
ん
国
か

ら
よ
」

　

金
メ
ダ
ル
は
12
万

５
千
米
ド
ル
、
銀
メ

ダ
ル
は
８
万
米
ド

ル
、
銅
メ
ダ
ル
は
５
万
５
千
米
ド
ル
が
出
る
と
い

う
。「
日
本
は
？
」と
聞
か
れ
て
、答
え
ら
れ
な
い
。

メ
ダ
ル
に
対
し
て
賞
金
が
出
る
と
は
考
え
も
し
な

か
っ
た
。

　

ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
が
あ
ま
り
に
も
残
念
が
る
の

で
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
取
り
出
し
て
メ
モ
用
紙
に

「
銀
」
と
「
銅
」
を
漢
字
で
書
き
説
明
し
た
。
銀

は
金
よ
り
良
い
、
銅
は
金
と
同
じ
だ
と
日
本
で
は

考
え
ら
れ
て
い
る
、
と
。
私
の
説
明
が
下
手
な
の

か
、
彼
女
は
釈
然
と
し
な
い
よ
う
だ
。

　

ア
ン
ド
リ
ー
青
年
が
よ
う
や
く
口
を
開
い
た
。

　
「
僕
も
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
」

　

ダ
リ
ア
・
ビ
ロ
デ
ィ
ド
は
キ
エ
フ
大
学
で
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
を
学
び
、
今
年
６
月
に
学
士
号
を
取

っ
た
ば
か
り
。
日
本
大
好
き
な
女
の
子
。
ア
ン
ド

リ
ー
青
年
は
キ
ャ
ン
パ
ス
で
彼
女
の
こ
と
を
見
る

う
ち
に
憧
れ
、
ほ
の
か
な
恋
心
を
抱
く
よ
う
に
な

っ
た
よ
う
だ
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
178　

ダリア・ビロディドが銅メダルに

ウクライナ

新
役
員
決
ま
る

八
尾
市
内

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

国
際
的
に
活
動

し
て
い
る
奉
仕
団

体
は
国
内
に
２
つ

あ
る
。
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
（
以
下

Ｌ
Ｃ
）
と
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
（
以

下
Ｒ
Ｃ
）
だ
。
八

尾
市
内
に
は
八
尾

Ｌ
Ｃ
、
八
尾
中
央

Ｌ
Ｃ
、
八
尾
菊
花

Ｌ
Ｃ
、八
尾
Ｒ
Ｃ
、

八
尾
東
Ｒ
Ｃ
、
八

尾
中
央
Ｒ
Ｃ
が
あ

る
。

八尾ライオンズクラブの新役員（左から御喜田
俊也幹事、阪口和秀会長、前 正義会計）

八尾ライオンズクラブ

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

振

角

正

義

島

田

真

輔

村

上

隆

司

久

保

登

嗣

野

勢

昌　

彦

上

田
　

誠

八
尾
産
業
ク
ラ
ブ
連
合
会

八
尾
市
清
水
町
一
丁
目
一
番
六
号

　
　
　
　
　
　
　
　

  

八
尾
商
工
会
議
所
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
七
二
）
九
二
二―

一
一
八
一

会　
　

長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

事
務
局 

〒
五
八
一―

〇
八
一
三　

八
尾
市
泉
町
一―

九
三

電　

話　
（
〇
七
二
）九
九
九―

一
二
三
一

会

長　

島

田

真

輔

会
長
代
行　

松

本

忠

賜

副
会
長　

梶

原

安

子

副
会
長　

乾
　

真

治

　
　
　
　

役

員

一

同

八
尾
北
部
産
業
ク
ラ
ブ

事
務
局　

〒
５
８
１
ー
０
８
５
１

八
尾
市
上
尾
町
四
ー
一
ー
三

電　

話
（
〇
七
二
）
九
九
七
ー
八
三
五
五

会　

長   

上
田　

誠

副
会
長   

佐
藤　

武

副
会
長   

葉
山
寿
一

副
会
長   

西
村
成
広

副
会
長    

山
下
共
子

副
会
長   

安
本
周
史

副
会
長   

東
田
吉
博

 
 
 
 
 
 
 

役
員
一
同

八
尾
東
部
産
業
ク
ラ
ブ

八
尾
中
央
産
業
ク
ラ
ブ

会　
　

長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

事 

務 

局

野　

勢　

昌　

彦

阪　

口　

和　

秀

多
田
羅　

み
づ
代

長
谷
川　

春　

夫

柴　
　
　

登
志
博

役　

員　

一　

同

八
尾
市
南
木
の
本
４―

96 ―

６

電
話
０
７
２（
９
９
２
）１
０
０
７

〒581-0042

志
紀
産
業
ク
ラ
ブ

八
尾
南
産
業
ク
ラ
ブ

日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

関
東
支
部
長
：
田
平　
　

直
北
海
道
支
部
長
：
北
見
伸
子

北
陸
支
部
長
：
五
十
嵐
恒
暁
京
都
支
部
長
：
田
中
秀
典

兵
庫
支
部
長
：
岡
部　

芳
彦
中
部
支
部
長
：
笈
川
孝
経

奈
良
支
部
長
：
八
嶌　
　

功
キ
エ
フ
支
部
長
：
黒
木
高
志

リ
ヴ
ィ
ウ
支
部
長
：
イ
ゴ
ル
・
ゾ
リ
ー

オ
デ
ッ
サ
支
部
長
：
ア
ン
ド
リ
ー
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
バ
ル
チ
ェ
フ

顧
問
：
日
野
貴
夫
（
天
理
大
学
准
教
授
）

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
：
ア
ン
ド
リ
ー
・
ブ
チ
ネ
フ（
経
済
学
者
）

会　
　
　

長
：
小
野　

元
裕

井
上
通
商
有
限
会
社

マ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ル
の
管
理

大
阪
市
天
王
寺
区
清
水
谷
町
16 ―

 

25 

井
上
智
子

代
表
取
締
役

有
限
会
社
ス
キ
ポ
ー
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

売
買
・
賃
貸
お
よ
び
事
業
用
仲
介

大
阪
市
中
央
区
谷
町
４ ―

 

５ ―
 

14

井
上
智
子

取
締
役
社
長

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
６―

４
９
８
１―

７
８
２
４

25年の実績

osakatsayaka@
gm
ail.com

大阪府（4）50690

3日  道頓堀倫理法人会会長　山本裕三氏「これでいいのだ！ そしてまた歩き出すのだ！」
10日  松原市倫理法人会会員　山本眞吾氏「生（活）かされているよろこび」
17日  倫理研究所法人スーパーバイザー　田畑章氏「最後は人柄で決まる ～ビジネスと対人関係と倫理～」
24日  横浜市戸塚倫理法人会専任幹事　川口大治氏「本を忘れず、末を乱さず」
31日  新大阪倫理法人会相談役　出﨑三惠氏「倫理を学んで良かったこと」

5日  大阪府倫理法人会副会長　立花ひろみ氏「暮らしと心の相続」
12日  東大阪市倫理法人会会長　志波大輔氏「倫理の学びと気づきと変化」
19日  東大阪市倫理法人会事務長　島田忠信氏「純情(すなお)の受け入れ」
26日  大阪鴻池倫理法人会副事務長　森貞克博氏「富士研で学んだこと」

6日  大阪北区倫理法人会幹事　黒田裕樹氏「昭和天皇のご巡幸」  
13日  大阪府倫理法人会大阪東部地区地区長　松本学氏「すべて導かれている」
20日  三重県倫理法人会相談役　上田輝一氏「３つのゴミ拾い！」
27日  倫理研究所法人スーパーバイザー　田畑章氏「奮戦記　スタートアップの起業から７年」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場は志紀住宅会館（JR志紀駅・西北へ徒歩10分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎072-991-2345８月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎072-881-0968８月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎072-269-4677８月の予定

意見広告

社会福祉法人杏林福祉会
唐 住 康 雄理事長

　東京五輪は開幕したが、組織委員会の人権に対する無能ぶりが
露呈された。
　同様に 7 月 20 日および 22 日付産経新聞の報道によると、長期
にわたってこども達の人権に対して無視し続けてきた布施小学校
の罪は重い。それを黙認してきた教育委員会や学校関係者の人事
の一新を求める。

漂
着
物
を
見
つ
け
た
漁
師

が
２
人
し
か
い
な
い
沖
縄

県
警
に
連
絡
。
直
ち
に
石

垣
の
警
察
本
庁
と
町
役
場

に
報
告
さ
れ
た
。
そ・

れ・

は

中
国
の
小
型
潜
水
艇
だ
っ

た
。
爆
発
衝
撃
に
よ
る
臓

器
破
裂
の
４
遺
体
に
は
自

殺
用
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

が
埋
設
。
残
さ
れ
た
メ
ー

ル
の「
台
風
作
戦
」と「
雷

撃
作
戦
」の
意
味
は
何
か
。

　

そ
し
て
、
多
良
間
島
に

強
行
着
陸
し
た
謎
の
エ
ア

バ
ス
Ａ
３
２
０
の
武
装
組

織
の
目
的
は
何
か
。
人
質

に
さ
れ
る
新
聞
記
者
ら

…
。

ス
ト
ー
リ
ー
を
引
っ
張
る

主
な
魅
力
的
な
登
場
人
物

　

大
連
在
住
の
三
木
和
夫

は
40
歳
、
独
身
で
日
東
商

会
（
大
連
市
）
社
長
。
外

務
省
か
ら
内
閣
安
全
保
障

局
に
出
向
、
情
報
収
集
班

右
市
長
）
と
締
結
し
た
。

協
力
内
容
は
次
の
４
つ
。

①
大
規
模
災
害
発
生
時

に
お
け
る
応
急
復
旧
作
業

等　
②
災
害
時
に
お
け
る
物

資
等
の
提
供
ま
た
は
輸
送

　
③
災
害
時
に
お
け
る
生

活
必
需
品
等
の
提
供

　
④
災
害
時
の
緊
急
避
難

に
伴
う
建
物
等
の
使
用

　

そ
の
上
で
、
同
ク
ラ
ブ

は
八
尾
市
に
最
新
鋭
の
ド

ロ
ー
ン
１
機
を
寄
贈
し
た
。

こ
れ
で
八
尾
市
は
ド
ロ
ー

ン
２
機
体
制
と
な
り
、
運

用
能
力
が
高
ま
っ
た
。
ド

ロ
ー
ン
は
八
尾
市
消
防
本

部
で
活
用
さ
れ
る
。

　

７
月
１
日
〜
来
年
６
月

30
日
の
新
役
員
が
決
ま
っ

た
。
各
ク
ラ
ブ
の
会
長
を

紹
介
す
る
。
八
尾
Ｌ
Ｃ
は

阪
口
和
秀
会
長
、
八
尾
中

央
Ｌ
Ｃ
は
山
口
直
樹
会

長
、
八
尾
菊
花
Ｌ
Ｃ
は
十

川
元
宏
会
長
、
八
尾
Ｒ
Ｃ

は
田
中
康
正
会
長
、
八
尾

東
Ｒ
Ｃ
は
高
橋
広
一
会

長
、
八
尾
中
央
Ｒ
Ｃ
は
山

本
与
志
弥
会
長
。

　

八
尾
Ｌ
Ｃ
は
、
初
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
と
し
て
７

月
５
日
に
防
災
に
関
す
る

協
定
を
八
尾
市
（
大
松
桂

Ｔ
ｈ
ａ
ｎ
ｋ
ｓ
Ｃ

Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
サ
ン

ク
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト
）
が

７
月
１
日
に
天
満
教
会

（
大
阪
市
北
区
天
神
西
町

４
）
で
開
か
れ
た
。
主
催

は
医
療
関
係
者
と
そ
の
家

族
か
ら
の
感
謝
の
コ
ン

サ
ー
ト
世
話
人
会
。「
医

療
関
係
者
へ
の
感
謝
の
コ

ン
サ
ー
ト
」
は
各
地
で
開

か
れ
て
い
る
が
、「
医
療

関
係
者
か
ら
の
感
謝
の
コ

ン
サ
ー
ト
」
は
珍
し
い
。

　

第
１
部
は
歌
曲
と
オ
ペ

ラ
ア
リ
ア
、
第
２
部
は
ト

リ
オ
伴
奏
に
よ
る
名
曲

集
。
出
演
者
は
ソ
プ
ラ
ノ

高
橋
晴
美
さ
ん
、
野
村
佳

子
さ
ん
、中
根
サ
チ
さ
ん
、

江
原
由
美
さ
ん
、
谷
恵
美

子
さ
ん
、
兼
松
ま
ど
か
さ

ん
、
末
吉
景
子
さ
ん
、
高

田
さ
を
り
さ
ん
、
内
藤
雪

子
さ
ん
、
バ
リ
ト
ン
竹
村

秀
一
さ
ん
、
高
松
順
太
さ

ん
、
ピ
ア
ノ
中
川
史
子
さ

ん
、
チ
ェ
ロ
仙
波
房
子
さ

ん
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
新
暁

子
さ
ん
。
企
画
・
司
会
は

岩
本
泰
昌
さ
ん
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
後
、
出
演

者
２
人
に
話
を
聞
い
た
。

　
「
当
初
は
５
月
３
日
開

催
予
定
で
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
延
期
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
さ
ま
ざ
ま
な
思

い
を
代
弁
し
た
い
と
思

い
、
選
曲
し
ま
し
た
」
と

ソ
プ
ラ
ノ
兼
松
ま
ど
か
さ

ん
（
62
、
医
師
）。

　
「
家
族
や
親
戚
が
医
療

関
係
者
な
の
で
、
出
演
し

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

方
々
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
け
、嬉
し
く
思
い
ま
す
」

と
ピ
ア
ノ
中
川
史
子
さ
ん

（
63
、
医
師
家
族
）。

　

社
会
貢
献
活
動
を
行
っ

て
い
る
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
Ｆ

ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
ｈ
ｉ
ｐ

Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ

（
ア
ー
ス
・
フ
レ
ン
ド
シ
ッ

プ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

＝
芦
田
衞
実
行
委
員
長
＝

は
６
月
27
日
午
前
９
時
に

著者略歴
山下裕貴（やました・ひろたか）
1956年、宮崎県生まれ。1979年、
陸上自衛隊入隊。自衛隊沖縄地方協
力本部長、東部方面総監部幕僚長、
第3師団長、陸上幕僚副長、中部方
面総監などの要職を歴任。特殊作戦
群の創設にも関わる。2015年、陸
将で退官。現在、千葉科学大学およ
び日本文理大学客員教授。本書が初
めての書下ろし小説である。

　
自
衛
隊
元
陸
将
の
デ
ビ
ュ
ー
作

  

話題の話題の
新刊紹介新刊紹介

広
域

天満教会で開催

医療関係者とその家族からの

感謝のコンサート
Thanks CONCERT

京
阪
枚
方
市
駅
前
を
清
掃

京
阪
枚
方
市
駅
前
を
清
掃

Earth Friendship Festival

第
29
回 

中
島
サ
ロ
ン（
歴
史
勉
強
会
）

８
月
７
日
㈯ 

13
時
〜
14
時
30
分

会
場
：
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪
（
大
阪
市
中
央
区
馬
場
町
２―

24
）

会
費
：
関
防
会
会
員
１
、０
０
０
円
／
非
会
員
２
、０
０
０
円
／
学
生
無
料

主
催
：
関
西
防
衛
を
支
え
る
会
（
☎
０
６―

４
２
５
６―

４
６
８
６
）

「
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
雷
撃
」の
著
者
が
語
る
日
本
の
危
機

講 

師

山
下
裕
貴
氏
（
元
陸
上
自
衛
隊
中
部
方
面
総
監
）
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